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Summary 
This paper studies the Tentō-Faith in Japan during the Edo period and examines 
the influence of the Onmyōdō (the Yin-and-Yang philosophy), on it, by analyzing, 
in particular, the Mikuji-hon (the commentary on Mikuji), the Kyōkun-sho (text-
books of moral code), and the like, which are widely read even today. 

Tentō, a concept that “it is beyond man or, its workings”—a belief prevalent in 
East Asia—was introduced to Japan during the Ritsuryō era by the Chinese followers 
of Confucianism. However, in Japan, Tentō (or Ten) is not Confucianism per se, but 
a mélange of several religious thoughts: Shintoism, Buddhism, Confucianism, etc. In 
previous research on religions in Japan, Confucianism and Buddhism have been the 
primary subjects. However, from the perspective of the Edo period, the influence of 
the Onmyōdō cannot be overlooked.

Therefore, this paper examines historical material—that was kept mostly 
private during the Edo period—to study the influence of Onmyōdō on the Tentō-
Faith, and tries to consider its genealogy. First of all, it shows that Tentō—widely 
accepted in the Edo-period Japan—was an object of faith different from God, 
Buddha, and Nichirin (Sun as a celestial body). Second, in that period Tentō 
meant the law of heaven and earth, and this study analyses the Kyōkun-sho (text-
books of moral code) and the Kana-zōshi (a storybook written in kana during 
the early days of the Edo period) to show that it was related to good luck and 
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fortune. Third, the genealogy of Tentō as good luck and bad luck, and it being an 
object of faith related to fortune can date back to “Hoki-Naiden” (the Onmyōdō 
book considered to have been written during the Nambokutcyō- period).

江戸時代日本における天道信仰
─陰陽道の影響を中心に─

加 藤 み ち 子
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江戸時代日本における天道信仰

江
戸
時
代
日
本
に
お
け
る
天
道
信
仰

─
陰
陽
道
の
影
響
を
中
心
に

─

加
藤
み
ち
子

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
天
道
／
陰
陽
道
／
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
／
教
訓
書
／
御み

籤く
じ

本

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
江
戸
時
代
日
本
に
お
け
る
天
道
信
仰
に
つ
い
て
、
当
該
時
代
に
広
く
読
ま
れ
た
御み

籤く
じ

本
や
教
訓
書
等
を
手
掛
か
り
に
、

特
に
陰
陽
道（

（
（

の
影
響
に
注
目
し
て
検
討
す
る
試
み
で
あ
る
。

ま
ず
、
天
道
に
つ
き
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う
。
天
道
（
て
ん
ど
う
、
て
ん
と
う
）
と
は
、
日
本
で
は
律
令
時
代
よ
り
現
在
に
至

る
ま
で
長
く
用
い
ら
れ
て
き
た
「
人
間
を
越
え
た
も
の
、
又
は
そ
の
働
き
」
を
表
す
観
念
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
観
念
の
由
来
は

中
国
古
代
の
天
帝
や
天
に
遡
り
、
東
ア
ジ
ア
で
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
日
本
に
は
律
令
時
代
に
、
儒
典

で
あ
る
五
経
を
初
め
と
す
る
様
々
な
漢
籍
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
日
本
の
場
合
、
儒
教
の
天
（
な
い
し
天
道
）
と
は

異
な
る
含
意
を
持
っ
た
天
道
の
用
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
が
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
戦
国
時
代
の
武
将

た
ち
に
使
用
さ
れ
る
天
道
は
三
教
一
致
的
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
独
自
性
が
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
国
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武
将
の
天
道
に
限
ら
ず
、
我
が
国
に
お
け
る
天
道
の
用
例
を
見
る
と
き
、
儒
学
者
と
自
認
す
る
者
以
外
の
天
道
の
用
例
で
は
、
儒

教
の
天
（
な
い
し
天
道
）
と
は
定
め
が
た
い
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
個
別
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

つ
ま
り
、
儒
教
の
天
（
な
い
し
天
道
）
と
は
異
な
る
、
諸
教
混
交
的
な
天
道
が
、
人
々
の
思
想
の
上
に
広
く
長
く
展
開
し
て
き
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
道
の
諸
教
混
交
に
お
け
る
「
諸
教
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
従
来
、
神
道
・
儒
教
・
仏
教
の
三
教

が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
の
資
料
か
ら
天
道
を
見
る
と
き
、
陰
陽
道
の
影
響
も
看
過
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
筆
者
の
視
点
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
天
道
信
仰
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
儒
教
の
影
響
を
中
心
に
、
幕
藩
体
制
下

の
政
治
思
想（

（
（

、
そ
し
て
江
戸
幕
府
が
官
学
と
し
て
採
用
し
た
朱
子
学
の
天
観
念
や
江
戸
期
の
儒
学
者
の
天
道
に
つ
い
て
、
個
別
研

究
が
進
ん
で
い
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
江
戸
期
民
間
に
み
ら
れ
る
民
俗
行
事
に
お
い
て
、
日ひ

待ま
ち

・
月つ
き

待ま
ち

と
呼
ば
れ
る
行

事
や
、
星
辰
の
動
き
と
関
連
す
る
天
道
へ
の
信
仰
が
民
間
社
会
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
象

か
ら
み
て
、
陰
陽
道
と
の
関
連
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（
（

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
、
儒
学
者
や
政
治
思
想
家
以
外
の
人
々
の
天
道
観
念
に
つ
い
て
、
特
に
陰
陽
道
の
影

響
に
注
目
し
つ
つ
検
討
を
試
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
考
察
の
第
一
と
し
て
、
江
戸
時
代
日
本
に
お
い
て
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た

御
籤
本
に
見
ら
れ
る
天
道
が
、
神
や
仏
や
日
輪
（
天
体
と
し
て
の
太
陽
）
と
は
異
な
る
崇
敬
（
な
い
し
信
仰
）
の
対
象
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
。
第
二
に
、
当
該
時
代
の
天
道
は
、
天
地
の
道
理
を
意
味
し
、
吉
凶
や
運
勢
に
も
関
わ
る
崇
敬
（
な
い
し
信
仰
）
の

対
象
で
あ
る
こ
と
を
当
該
時
代
の
教
訓
書
や
仮
名
草
子
か
ら
提
示
す
る
。
第
三
に
、
吉
凶
や
運
勢
と
関
連
す
る
信
仰
対
象
と
し
て

の
天
道
の
系
譜
は
、
南
北
朝
期
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
陰
陽
道
書
『
簠ほ

簋き

内
伝
』
な
ど
に
遡
れ
る
と
し
、
当
該
の
天
道
概
念

に
影
響
を
あ
た
え
た
陰
陽
道
と
は
、
古
代
日
本
の
陰
陽
寮
で
発
展
し
た
宮
廷
陰
陽
道
で
は
な
く
、
中
世
日
本
で
、
密
教
僧
や
神
職
、

民
間
陰
陽
師
ら
に
よ
っ
て
発
展
し
た
諸
教
混
交
の
陰
陽
道
思
想
に
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
以
上
の
考
察
を
通
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し
て
、
本
稿
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
天
道
が
、
陰
陽
道
の
影
響
を
う
け
た
諸
教
混
淆
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
く
。

二

御
籤
本
と
天
道

こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
日
本
に
お
い
て
広
く
普
及
し
て
い
た
御
籤
本
に
見
ら
れ
る
天
道（

（
（

が
、
神
や
仏
や
日
輪
と
は
異
な
る
崇
敬

（
な
い
し
信
仰
）
の
対
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
ず
、
少
々
煩
瑣
に
な
る
が
、
御
籤
と
御
籤
本
の
概
要
を
説
明
し
て
お
こ
う
。
御
籤
本
と
は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
、

「
元が
ん

三さ
ん

大だ
い

師し

御お
ん

籤く
じ

」
の
全
部
で
百
首
か
ら
成
る
籤
詩
及
び
、
そ
れ
に
対
す
る
注
解
が
、
一
冊
乃
至
上
下
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
本

の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
そ
も
そ
も
、
日
本
の
神
社
仏
閣
で
今
で
も
引
か
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
御
籤
（
お
ん
く
じ
・
お
み
く
じ
）
の
札

紙
に
は
、
五
言
四
句
の
籤
詩
と
そ
の
解
説
文
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
籤
詩
は
一
番
か
ら
百
番
ま
で
百
種
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

吉
・
凶
等
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
全
国
の
寺
院
（
江
戸
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
神
社
も
含
む
）
で
は
、
基
本
的
に
同

じ
籤
札
が
用
い
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。
な
お
、
こ
の
籤
詩
は
中
国
で
造
ら
れ
た
「
天
竺
霊
籤
」（

（1
（

と
同
じ
も
の
、
中
国
伝
来
の
も
の
で
あ
る

が
、
我
が
国
で
は
、
平
安
時
代
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
る
元
三
大
師
良
源
（
九
一
二
～
九
八
五
）
が
制
作
し
た
も
の
と
さ
れ
、「
元

三
大
師
御
籤
」
な
い
し
「
観
音
籤
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
元
三
大
師
良
源
に
は
、
観
世
音
菩
薩
の
生
ま
れ
変
わ

り
で
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
「
元
三
大
師
御
籤
」
の
全
部
で
百
首
か
ら
成
る
籤
詩
と
そ
の
解
説
が
一
冊

乃
至
上
下
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
御
籤
本
（
元
三
大
師
御
籤
本
）
と
呼
ば
れ
る
本
（
図
①
）
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

種
類
も
豊
富
で
あ
り
、
現
存
す
る
も
の
も
多
い
。
江
戸
時
代
の
各
家
庭
に
一
冊
は
常
備
さ
れ
て
い
た
百
科
全
書
と
も
い
わ
れ
る

「
大
雑
書
」（

（1
（

に
御
籤
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
江
戸
時
代
の
人
々
の
日
常
生
活
に
、
御
籤
お
よ
び
御
籤
本
が
い
か
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に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
か
が
伺
わ
れ
る
。

さ
て
御
籤
本
で
は
、
籤
詩
（
漢
詩
部
分
）
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
和

解
（
和
文
に
よ
る
注
釈
）
が
あ
り
、
更
に
注
解
や
挿
絵
が
添
え
ら
れ

て
い
る
物
も
あ
る
。
注
解
と
挿
絵
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
諸
本
に
よ

り
異
同
が
有
る（

（1
（

。
こ
の
注
解
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
、
第

一
は
総
括
、
第
二
は
事
象
別
吉
凶
判
断
、
第
三
に
職
分
別
吉
凶
判
断

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
御
籤
本
の
注
解
の
総
括
の
部
分
に
、

天
道
に
関
す
る
言
及
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

以
下
、
御
籤
本
の
二
つ
の
系
統
を
対
照
さ
せ
つ
つ
、
い
く
つ
か
該
当
部
分
の
用
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
使
用
し

た
版
本（

（1
（

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
。）

Ａ
『
観
音
百
籤
占
決
諺
解
』
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
刊
（
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
参
考
文
献
編

十
一
』
勉
誠
社
、
一
九
七
七
年
、
所
収
）

Ｂ
『
元
三
大
師
御
鬮
諸
抄
』
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）（
愛
知
県
立
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）

一
番Ａ

此
み
く
し
に
あ
ひ
た
る
人
は
、
て
ん
と
う
を
し
ん
し
て
吉
、
日
待
、
月
待
か
う
し
ん
な
と
ま
つ
へ
し

Ｂ
此
み
く
し
に
あ
ふ
人
は
、
ゐ
せ
い
つ
よ
く
、
万
人
に
た
つ
と
ま
る
る
な
り
、
て
ん
と
う
を
し
ん
し
、
日
待
、
月
待
、
か

う
し
ん
な
と
し
て
い
よ
い
よ
よ
し

五
番Ａ

此
み
く
じ
に
あ
ひ
た
る
人
は
、
天
道
を
い
の
り
、
日
ま
ち
、
月
ま
ち
、
し
ん
め
い
、
八
ま
ん
、
く
は
ん
お
ん
な
と
し
ん

図①『観音百籤占決諺解』
貞享四（一六八七）年刊
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し
て
よ
し

Ｂ
此
み
く
じ
に
あ
ふ
人
は
、
か
ん
な
ん
く
ら
ふ
た
へ
す
、
信
心
、
陰
徳
の
力
に
あ
ら
さ
れ
は
、
叶
か
た
し
、
天
道
を
祈
り
、

神
明
、
八
ま
ん
、
観
音
を
念
し
て
吉

十
三
番

Ａ
此
み
く
し
に
あ
ふ
人
は
、
天
道
を
ま
つ
り
、
と
し
神
を
し
ん
し
て
よ
し

Ｂ
此
み
く
し
に
あ
ふ
人
は
、
り
つ
し
ん
し
ゆ
つ
せ
心
の
ま
ま
な
り
、
し
か
れ
と
も
常
人
に
は
位
ま
け
の
こ
こ
ろ
あ
り
、
天

道
を
し
ん
し
、
年
神
を
ま
つ
り
て
よ
し

以
上
の
籤
詩
の
事
例
か
ら
、
信
じ
、
ま
つ
り
、
い
の
る
対
象
と
し
て
の
天
道
が
盛
ん
に
登
場
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
な

お
、
大
野
出
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
百
本
中
八
四
本
で
天
道
が
信
仰
対
象
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
御
籤
本
で

は
、「
観
音
籤
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
百
本
注
五
十
本
登
場
す
る
観
音
菩
薩
以
上
の
崇
敬
（
な
い
し
信
仰
）
対
象
と
し
て
、

天
道
が
登
場
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

そ
れ
で
は
こ
の
御
籤
本
に
多
出
す
る
天
道
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
待
・
月
待
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て
、
天
体
と
し
て
の
日
輪
（
太
陽
）
や
月
輪
（
月
）
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い

う
天
道
は
、
現
代
日
本
語
の
「
お
て
ん
と
う
さ
ま
（
天
道
様
）」
か
ら
想
定
す
る
太
陽
（
お
日
様
）
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
神
明
・
八
幡
・
観
音
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
い
わ
ゆ
る
神
道
の
神
や
仏
教
の
仏
・
菩
薩
と
も
区
別
さ
れ
る

崇
敬
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
天
道
と
は
い
か
な
る
存
在
か
。
御
籤
本
は
籤
詩
の
条
文
に

つ
い
て
の
シ
ン
プ
ル
な
解
説
書
で
あ
る
た
め
、
本
件
に
つ
い
て
御
籤
本
か
ら
こ
れ
以
上
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で

次
に
、
同
時
代
に
御
籤
本
と
同
様
階
層
の
人
々
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
仮
名
草
子
・
教
訓
書
を
手
掛
か
り
に
、

検
討
を
進
め
た
い
。
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三

仮
名
草
子
・
教
訓
書
の
天
道

こ
こ
で
一
旦
、
御
籤
本
を
離
れ
て
、
同
時
代
の
人
々
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
庶
民
向
け
仮
名
草
子
や
教
訓
書（

（1
（

に
目
を
向
け
て
み

た
い
。
そ
こ
で
は
、
御
籤
本
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
く
、
神
や
仏
と
も
日
輪
と
も
区
別
さ
れ
つ
つ
、
並
列
す
る
崇
敬
（
乃
至
信

仰
）
対
象
と
し
て
天
道
が
よ
く
登
場
し
、
し
か
も
御
籤
本
よ
り
は
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
当
該
資
料
中
の
天
道
と
は
、
天
地
の
道
理
な
い
し
法
則
を
意
味
し
、
踏
み
行
う
べ
き
道
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
崇
敬
（
な
い
し
信
仰
）
の
対
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
陰
陽
道
に
関
連
す
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
を
、
以
下
の
四
点
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
第
一
に
天
（
道
）
に
対
す
る
祭
祀
と
い
う
場
合
に
は
天
（
道
）
の
中
に
天
地
お

よ
び
日
月
星
辰
や
神
々
ま
で
す
べ
て
を
含
め
る
の
で
あ
り
、
日
待
・
月
待
と
い
う
場
合
も
、
天
体
と
し
て
の
太
陽
と
月
で
は
な
く
、

陽
・
陰
に
対
す
る
崇
敬
（
信
仰
）
を
示
す
行
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
天
道
と
は
、
天
地
の
道
理
（
四
時
変
化

な
ど
）
で
あ
り
、
法
則
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
天
道
は
、
神
や
仏
と
い
う
よ
り
も
神
道
・
仏
道
・
儒
道
と
同
一
視
さ
れ
る
実
践

の
道
で
あ
る
こ
と
。
第
四
、
天
道
の
法
則
は
暦
で
あ
り
、
吉
凶
や
運
命
と
関
係
す
る
こ
と
。

ま
ず
、
天
道
を
拝
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
示
す
記
事
が
、『
町
人
嚢
』（
西
川
如
見
、
一
七
一
九
年
成
立
）
に
み
え
る
の
で

紹
介
し
た
い
。

天
を
ば
天
子
な
ら
で
は
祭
給
ふ
事
な
け
れ
共
、
天
道
に
い
の
り
、
天
を
拝
む
事
な
ど
は
、
庶
人
も
憚
り
な
き
も
の
な
れ
ば
、

祭
る
と
拝
む
と
は
別
也
。
祭
る
は
貴
人
の
振
舞
す
る
心
、
拝
む
は
目
見
得
に
出
る
意
な
り
。（
中
略
）
天
と
い
ふ
時
は
日
月

星
辰
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
地
も
其
中
に
あ
り
て
、
天
地
神
明
尽
く
祭
給
ふ
は
天
子
也
。（『
町
人
嚢
』）
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つ
ま
り
、
天
子
の
祭
（
祀
）
に
お
い
て
「
天
」
と
い
う
と
き
に
は
天
地
お
よ
び
日
月
星
辰
や
神
々
ま
で
す
べ
て
を
含
め
た
祭
祀

を
指
す
の
で
あ
り
、
庶
民
に
は
、
は
ば
か
り
が
あ
る
。
し
か
し
庶
民
も
「
天
道
に
い
の
り
、
天
を
拝
む
」
こ
と
に
、
は
ば
か
り
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
拝
む
と
い
う
の
は
貴
人
や
目
上
の
人
に
会
う
と
い
う
作
法
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
庶
民

（
町
人
）
の
行
う
日
待
・
月
待
に
つ
い
て
、
同
じ
く
『
町
人
嚢
』
に
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

日
待
・
月
待
を
す
る
事
、
町
人
に
多
し
。（
中
略
）
庶
人
の
身
と
し
て
神
明
を
家
内
に
祭
る
と
い
へ
ば
畏
れ
至
極
な
る
故
に
、

日
月
に
よ
そ
へ
奉
り
て
拝
み
奉
る
也
。
神
明
は
我
が
国
の
至
尊
な
れ
ば
百
姓
・
町
人
等
の
祭
る
と
い
ふ
事
は
非
礼
な
る
道
理

成
ゆ
へ
、
神
明
を
祭
る
と
い
は
ず
し
て
、
月
待
・
日
待
と
い
ふ
も
の
也
。
日
月
は
い
や
し
き
不
浄
に
も
や
ど
り
給
ふ
こ
と
は

り
有
故
に
、
月
待
・
日
待
と
い
ひ
て
、
神
祭
る
と
い
は
ざ
る
也
。
日
月
は
天
の
神
明
に
て
神
明
は
地
の
日
月
な
れ
ば
、
い
ず

れ
も
同
じ
道
理
な
れ
共
、
日
月
と
い
ふ
と
神
明
と
い
ふ
と
は
、
今
日
人
の
心
の
う
へ
に
お
ゐ
て
少
差
別
あ
り
。（『
町
人
嚢
』）

町
人
が
神
明
を
祭
る
と
い
う
と
非
礼
に
な
る
か
ら
、
日
月
に
こ
と
よ
せ
て
（
ほ
ん
と
う
は
神
明
を
）
拝
む
の
で
あ
り
、
日
月
は

天
の
神
明
で
神
明
は
地
の
日
月
で
あ
り
同
じ
道
理
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
月
は
い
や
し
き
不
浄
に
も
や
ど
り
給
ふ
道

理
が
あ
る
、
と
い
う
説
明
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
い
う
日
待
・
月
待
の
対
象
で
あ
る
日
・
月
と
は
、
天
体
と
し
て
の
太
陽
と
月
の
こ

と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
万
象
に
偏
在
す
る
陰
・
陽
の
二
気（

（1
（

を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、「
天
道
日

月
」
と
並
び
称
さ
れ
る
江
戸
時
代
庶
民
の
崇
敬
（
乃
至
信
仰
）
対
象
は
、
天
道
が
天
体
と
し
て
の
太
陽
で
な
い
こ
と
は
い
う
に
及

ば
ず
、
日
月
も
、
天
体
と
し
て
の
太
陽
と
月
で
は
な
い
。
天
道
は
天
地
日
月
星
辰
を
含
む
全
体
で
あ
り
、
日
月
は
万
物
に
遍
在
す

る
陰
陽
二
気
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
第
二
点
、
天
道
の
定
義
に
つ
い
て
、
町
人
向
け
教
訓
書
『
子
孫
鑑
』（
寒
河
正
親
、
一
六
七
三
年
成
立
）
お
よ
び
、
一
七

世
紀
成
立
の
仮
名
草
子
『
仮
名
性
理
』（
著
者
不
詳
、
成
立
年
不
詳
）
か
ら
見
て
み
た
い
。

夫
天
道
と
云
は
心
信
実
の
理
也
。
是
を
さ
と
れ
ば
、
則
春
夏
秋
冬
の
四
時
の
変
化
し
て
万
物
生
じ
草
木
花
咲
実
な
る
、
日
月
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の
か
は
る
か
は
る
流
行
、
是
天
道
眼
前
の
理
也
。（『
子
孫
鑑
』）

天
道
と
は
、
天
地
の
間
の
主
人
な
り
。
形
も
な
き
ゆ
へ
に
、
目
に
も
見
へ
ず
。
然
ど
も
春
夏
秋
冬
の
、
次
第
の
み
だ
れ
ぬ
ご

と
く
に
、
四
時
を
お
こ
な
ひ
、
人
間
を
生
ず
る
事
も
、
五
穀
を
生
ず
る
事
も
、
皆
是
天
道
の
わ
ざ
な
り
。〔
中
略
〕
此
天
地

の
間
に
、
有
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
ま
で
、
皆
天
道
の
う
ち
に
、
は
ら
ま
れ
て
有
な
り
。
た
と
へ
ば
大
海
の
内
に
魚
の
あ
る
が
ご

と
し
。
魚
の
ひ
れ
の
内
ま
で
、
水
の
行
わ
た
ら
ぬ
と
、
云
事
な
し
。（『
仮
名
性
理
』）

つ
ま
り
、
天
道
と
は
、
春
夏
秋
冬
の
移
り
行
き
や
万
物
の
生
成
な
ど
の
上
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
天
（
地
）
の
間
の
法
則

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
単
に
道
理
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
お
が
み
」「
い
の
り
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
黄
表
紙
『
天
道
大
福
帳
』（
朋
誠
堂
喜
三
二
、
成
立
年
不
詳
）
お
よ
び
仮
名
草
子
『
清
水
物
語
』

（
朝
山
意
林
菴
、
一
六
三
八
年
刊
）
に
興
味
深
い
説
明
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
天
道
の
御
商
売
と
申
ハ
、
善
を
為
す
も
の
に
ハ
幸
い
を
与
え
、
悪
を
な
す
も
の
に
禍
い
を
与
え
給
ひ
、
仮
に
も
贔

屓
偏
頗
の
私
な
し
。
…
さ
れ
ど
、
天
を
怖
る
る
善
人
も
、
天
道
様
へ
鰯
一
匹
上
げ
た
沙
汰
も
聞
か
ず
、
悪
人
も
追
従
軽
薄
を

し
て
、
内
々
に
上
へ
通
し
て
お
い
て
悪
を
す
る
で
も
な
し
。（『
天
道
大
福
帳
』）

天
道
と
云
人
は
空
に
あ
り
て
、
人
の
い
ふ
事
を
聞
き
て
福
を
与
へ
、
罪
に
あ
わ
す
る
と
思
ふ
故
に
。
洗
米
を
備
へ
て
た
ら
し
、

餅
な
ど
進
物
に
し
て
色
い
ろ
の
訴
訟
を
云
人
多
し
。
た
と
ひ
天
道
有
と
て
も
、
土
器
の
米
に
め
で
、
餅
の
か
け
に
め
で
て
私

に
依
怙
贔
屓
し
ら
れ
ん
や
。
人
だ
に
も
人
が
ま
し
き
者
は
そ
れ
に
て
た
ら
さ
れ
は
せ
ず
。
い
は
ん
や
神
仏
を
や
。
ま
し
て
天

道
と
い
ひ
て
、
一
人
定
ま
り
た
る
人
有
に
あ
ら
ず
、
た
だ
、
道
理
を
指
し
て
天
道
と
云
。（『
清
水
物
語
』）

天
道
は
、
善
を
な
す
も
の
に
幸
い
を
悪
を
な
す
も
の
に
禍
を
与
え
る
が
、
天
道
に
「
鰯
一
匹
」
供
え
た
と
い
う
話
も
聞
か
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
天
道
の
特
色
は
「
依
怙
贔
屓
」
や
「
偏
頗
の
私
」
の
無
い
、「
道
理
」（
法
則
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当

該
時
代
の
庶
民
に
周
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。
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そ
れ
で
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
天
道
と
、
神
道
・
仏
教
・
儒
学
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
と
理
解
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。『
清
水
物
語
』
お
よ
び
『
子
孫
鑑
』
に
格
好
の
用
例
が
あ
る
の
で
挙
げ
て
み
よ
う
。

夫
大
将
た
る
御
方
は
、
平
生
天
道
・
神
道
・
仏
道
も
つ
ぱ
ら
相
ま
も
ら
せ
、
正
道
正
法
、
平
等
大
慈
悲
、
こ
と
さ
ら
御
む
よ

く
に
し
て
、
も
の
ご
と
御
さ
た
御
座
あ
る
は
め
で
た
し
云
々
。（『
清
水
物
語
』）

先
天
道
・
神
道
・
仏
道
・
儒
道
・
歌
道
・
医
道
、
何
も
信
仰
之
、
勿
論
異
国
・
本
朝
、
聖
賢
の
書
籍
を
学
で
、
正
直
に
し
て

理
非
分
明
の
上
、
猶
忠
信
慈
悲
を
も
つ
て
、
其
の
家
中
並
百
姓
町
人
等
に
い
た
る
迄
、
万
事
つ
ま
び
ら
か
に
さ
た
す
る
は
よ

ろ
し
か
る
へ
し
。
…
総
じ
て
聖
賢
の
道
は
い
づ
れ
も
天
道
に
し
て
同
事
也
。（『
子
孫
鑑
』）

「
天
道
・
神
道
・
仏
道
」
と
並
び
称
さ
れ
る
そ
れ
は
、
神
・
仏
の
よ
う
な
信
仰
対
象
と
い
う
よ
り
も
、
ふ
み
行
う
べ
き
道
、
と

い
う
側
面
が
際
立
つ
。
さ
ら
に
、「
聖
賢
の
道
は
い
づ
れ
も
天
道
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
宗
教
思
想
と
し
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
や

職
業
上
の
振
る
舞
い
に
よ
る
分
類
を
超
え
た
、
倫
理
的
行
動
規
範
と
し
て
の
天
道
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
と
い
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
天
道
は
、
神
道
・
仏
教
・
儒
教
の
い
ず
れ
か
の
宗
教
思
想
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

さ
に
諸
教
混
交
の
概
念
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
思
想
傾
向
に
由
来
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る

の
は
『
町
人
嚢
』
に
み
え
る
以
下
の
説
明
で
あ
る
。

天
道
之
式
目
者
、
正
暦
也
。
暦
者
則
天
地
之
変
易
也
。
故
暦
背
者
則
天
地
違
物
也
、
暦
則
天
神
地
祇
之
根
源
也
。
人
者
則
万

物
之
霊
也
、
正
可
守
暦
也
。
補
闕
有
余
則
減
之
也
、
故
強
弱
変
易
而
訕
者
非
道
、
撰
方
角
・
吉
日
・
良
辰
事
、
則
天
道
也
。

（『
町
人
嚢
』）

天
道
の
法
則
（
式
目
）
と
は
、
ま
さ
し
く
暦
で
あ
り
、
暦
と
は
天
地
の
変
易
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
天
神
地
祇
の
根
源
で
も
あ

る
と
い
う
。
更
に
、
方
角
や
吉
日
、
良
辰
の
事
を
撰
ぶ
の
は
そ
の
ま
ま
天
道
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
日
月
星
辰
・
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暦
を
読
み
解
き
、
天
地
陰
陽
の
道
理
を
解
読
す
る
技
術
は
古
代
・
中
世
以
来
、
陰
陽
道
と
呼
ば
れ
る
技
術
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
い
か
な
る
系
統
の
陰
陽
道
が
、
近
世
庶
民
思
想
に
お
け
る
天
道
信
仰
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
概
観
の
み
に
と
ど
ま
る
が
、
中
世
陰
陽
道
書
を
手
が
か
り
に
、
可
能
な
限
り
こ
の
問
題
を
遡
及
し
て
み
た
い
。

四

中
世
陰
陽
道
書
『
簠ほ

簋き

内な
い

伝で
ん

』
と
天
道
神

近
世
に
お
い
て
御
籤
本
や
、
教
訓
書
・
仮
名
草
子
等
に
散
見
さ
れ
る
天
道
は
、
あ
く
ま
で
法
則
で
あ
り
、
人
格
神
的
な
存
在
で

は
な
い
。
天
道
の
式
目
は
暦
で
あ
り
、
吉
凶
や
運
勢
と
関
連
す
る
崇
敬
な
い
し
信
仰
対
象
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
前

節
で
み
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
天
道
の
系
譜
と
た
ど
る
と
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、『
祇
園
社
略
記
』
元
禄
三

年
（
一
六
九
〇
）
と
、
陰
陽
道
書
『
簠
簋
内
伝
』
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
い
て
は
、
天
地
自
然
の
順
理
に
則
し
、

旅
行
・
移
転
・
結
婚
な
ど
す
べ
て
に
大
吉
と
さ
れ
る
方
位
の
神
格
化
さ
れ
た
も
の
が
天
道
神
で
あ
り
、
牛ご

頭ず

天
王
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
は
暦
家
の
説
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
陰
陽
道
お
よ
び
暦
・
吉
凶
・
運
勢
と
関
連
す
る
天
道
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
が
、
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
点
か
ら
説
明
し
た
い
。
ま
ず
『
簠
簋
内
伝
』
と
は
い
か
な
る
書
物
で
あ
り
、
吉

凶
と
天
道
に
関
し
て
い
か
な
る
記
載
が
あ
る
か
。
次
に
陰
陽
道
に
お
け
る
天
道
神
と
は
い
か
な
る
存
在
か
。
そ
し
て
、
天
道
神
が

牛
頭
天
王
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
稿
の
文
脈
に
お
い
て
何
を
意
味
す
る
か
。

『
簠
簋
内
伝
』
は
、
現
在
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
南
北
朝
時
代
に
安
倍
晴
明
に
仮
託
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

陰

陽
道
系
の
暦
注
書（

（2
（

で
あ
る
。
同
書
は
天
道
神
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

右
天
道
神
、
牛
頭
天
王
也
。
万
事
大
吉
。
向
此
方
蔵
胞
衣
。
鞍
置
始
、
一
切
、
所
求
成
就
所
也
。（『
簠
簋
内
伝
』）
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『
簠
簋
内
伝
』
で
は
万
事
大
吉
の
方
位
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
し
て
天
道
神
を
位
置
づ
け
、
そ
れ
が
牛
頭
天
王
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
牛
頭
天
王
と
い
う
の
は
、
祇
園
社
に
ま
つ
ら
れ
る
行
疫
神
で
あ
る
。
ま
た
、
牛
頭
天
王
で
あ
り
天
道
神
で
あ
る
方
角
は
、

人
間
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
胞
衣
を
納
め
る
の
に
も
、
鞍
置
を
始
め
る
に
も
よ
い
と
さ
れ
る
方
位
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
牛
頭
天

王
を
ま
つ
る
祇
園
社
の
縁
起
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

神
家
に
は
祇
園
を
素
戔
嗚
尊
と
称
す
、
仏
家
に
は
是
を
牛
頭
天
王
と
な
し
、
暦
家
に
は
天
道
神
と
配
す
。
簠
簋
内
伝
、
八
将

神
方
を
挙
げ
て
以
て
牛
頭
天
王
の
八
王
子
と
す
な
す
。
又
、
八
行
疫
神
と
称
す
。
春
夏
秋
冬
及
び
四
土
用
是
な
り
。『
祇
園

社
略
記
』
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

こ
こ
で
天
道
（
神
）
と
い
う
概
念
が
、
暦
家
の
説
と
結
び
つ
い
て
万
事
大
吉
と
い
う
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
力
も
つ
神
格
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
古
代
以
来
の
伝
統
的
な
解
釈
と
は
異
な
る
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
平
安
時
代
以
来
の
暦
家
で
あ
る
賀
茂
家
が
編
纂
し
た
暦
注
書
『
陰
陽
雑
書
』（
賀
茂
家
栄
撰
、
一
二
世
紀
）
に
も
蔵
胞え

衣な

の
吉
日
と
し
て
「
吉
方
・
天
徳
・
月
徳
・
天
道
方
吉
」（

（2
（

と
し
て
、
胞
衣
を
埋
め
る
吉
方
と
し
て
天
道
が
で
て
く
る
。
し
か
し
な
が

ら
「
万
事
大
吉
」
と
い
う
天
道
神
の
位
置
づ
け
は
無
い
。
ま
た
、『
簠
簋
内
伝
』
お
よ
び
『
祇
園
社
略
記
』
で
、
牛
頭
天
王
と
天

道
神
が
同
一
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
斉
藤
英
樹
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
簠
簋
内
伝
』
の
陰
陽
道
書
と
し

て
の
特
色
は
、
典
拠
と
な
る
文
献
を
平
安
時
代
以
来
の
陰
陽
道
の
権
威
あ
る
書
物
か
ら
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
同
書
巻
一
の
記

さ
れ
た
牛
頭
天
王
を
め
ぐ
る
伝
承
と
関
連
付
け
て
論
じ
る
と
い
う
点
に
あ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
同
書
に
お
け
る
牛
頭
天
王
の
位
置
づ
け

は
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
牛
頭
天
王
と
同
格
に
天
道
神
を
位
置
付
け
る
と
い
う
の
は
、
独
自
の
解
釈
で

あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
天
道
（
神
）
の
発
見
な
い
し
再
措
が
近
世
の
天
道
信
仰
へ
の
契
機
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
古
代
中
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
、
世
界
の
生
成
を
陰
陽
・
五
行
の
気
の
運
動
で
認
識
す
る
思
考
法
や
、
天
体
の
基
本
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法
則
を
計
測
す
る
暦
法
、
そ
し
て
変
異
な
動
き
を
す
る
星
か
ら
国
家
社
会
の
動
向
を
予
知
す
る
天
文
術
・
占
術
の
技
術
に
、
道
教

系
の
呪
術
や
密
教
経
典
に
基
づ
く
秘
密
修
法
、
神
祇
信
仰
に
お
け
る
修
祓
の
儀
礼
な
ど
を
複
合
し
た
も
の
が
、
平
安
時
代
日
本
で

発
展
し
た
陰
陽
道
で
あ
る（

（2
（

。
山
下
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
に
律
令
国
家
の
一
機
関
と
し
て
設
立
し
た
陰
陽
寮
と
い
う
官

職
の
外
で
、
職
業
と
し
て
の
陰
陽
師
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
平
安
時
代
中
期
で
あ
る
。『
簠
簋
内
伝
』
の
陰
陽
道
と
は
、

古
代
日
本
の
陰
陽
寮
で
成
立
し
発
展
し
た
宮
廷
陰
陽
道
で
は
な
く
、
中
世
日
本
で
、
密
教
僧
や
神
職
、
民
間
陰
陽
師
ら
に
よ
っ
て

発
展
し
た
諸
教
混
交
の
陰
陽
道
思
想
で
あ
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
近
世
の
暦
や
御
籤
本
に
見
ら
れ
る
庶
民
の
天
道
信
仰
に
は
、
中
世

日
本
で
発
展
し
た
諸
教
混
交
の
陰
陽
道
思
想
と
の
関
連
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

結
び
と
展
望

江
戸
時
代
成
立
の
御
籤
本
に
お
い
て
、
信
仰
対
象
の
第
一
位
を
占
め
江
戸
時
代
成
立
の
教
訓
書
・
仮
名
草
子
に
も
展
開
す
る
天

道
は
、
当
時
広
く
普
及
し
て
い
た
信
仰
概
念
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
天
道
は
、
神
や
仏
、
あ
る
い
は
日
輪
（
な
い

し
日
の
神
）
と
は
異
な
る
、
天
地
の
道
理
・
法
則
と
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
道
の
式
目
（
法
則
）
は
、
暦
に
よ
っ

て
読
み
説
か
れ
、
方
角
・
吉
日
・
良
辰
事
を
も
指
し
示
す
こ
と
か
ら
、
御
籤
を
引
く
人
々
の
崇
敬
と
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
特
に

御
籤
本
で
多
く
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
道
が
以
上
の
よ
う
な
意
味
・
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
見
て
取
れ
る
の
は
、
神
道
・
仏
教
、
儒
教
な
ど
と

は
異
な
る
、
陰
陽
道
の
世
界
観
で
あ
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
陰
陽
道
と
は
、
天
文
・
陰
陽
・
日
月
星

辰
・
暦
を
読
み
解
く
、
つ
ま
り
天
地
陰
陽
の
道
理
を
解
読
す
る
技
術
と
い
う
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
陰
陽
道
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の
影
響
を
受
け
た
天
道
観
の
起
源
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
中
世
の
神
道
・
儒
教
・
真
言
密
教
な
ど
が
交
流
し
、
神
話
世
界
の
大
胆
な

読
み
か
え
が
進
ん
だ
中
世
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
本
稿
の
暫
定
的
結
論
で
あ
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
の
御
籤
に
は
、
当
時
す
で
に
迷
信
と
と
ら
え
る
批
判
的
な
人
々
も
い
た（

（2
（

一
方
で
、
譬
え
ば
新
井
白
石
（
一
六

五
七
～
一
七
二
五
）
の
よ
う
な
知
識
人
が
、
娘
の
婚
姻
や
引
っ
越
し
の
行
方
を
、
御
籤
を
引
い
て
占
っ
て
い
た
と
い
う
姿
が
先
行

研
究
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
、
御
籤
へ
の
真
剣
な
態
度
は
、
天
地
の
道
理
・
法
則
と
い
う
一
見
抽
象
的
な
も
の

へ
の
崇
敬
（
乃
至
信
仰
）
と
い
う
当
該
時
代
の
人
々
の
思
想
を
う
つ
す
鏡
で
も
あ
る
。
当
該
時
代
の
天
道
へ
の
崇
敬
は
、
運
命
に

翻
弄
さ
れ
る
運
命
論
や
、
宿
命
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
宿
業
観
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
し
て（

（2
（

近
世
の
人
々
の
世
界
観
を
形

作
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
天
道
観
念
の
流
布
は
、
当
該
時
代
の
人
々
の
思
惟
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

何
事
も
「
天
道
次
第
」
と
決
め
込
ん
で
な
げ
や
り
な
生
き
方
を
す
る
者
が
登
場
し
て
き
て
い
た
こ
と
が
、
た
と
え
ば
大
徳
寺
の
沢

庵
宗
彭
（
一
五
七
三
～
一
六
四
六
）
の
書
簡
か
ら
見
て
と
れ
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
動
向
に
対
応
し
て
江
戸
時
代
の
仏
教
者
た
ち
、
た
と

え
ば
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
〜
一
六
五
五
）
や
至
道
無
難
（
一
六
〇
三
〜
一
六
七
六
）
の
唱
導
説
法
の
中
に
、
天
道
観
念
が
多
く

あ
ら
わ
れ
て
く
る（

（2
（

。
彼
ら
の
説
法
の
な
か
で
天
道
と
仏
法
が
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
か
、
ま
た
近
世
を
舞
台
と
し

た
神
道
・
儒
教
・
仏
教
・
陰
陽
道
の
交
流
に
お
い
て
さ
ら
な
る
天
道
観
の
進
展
が
あ
る
の
か
な
ど
、
論
じ
る
べ
き
こ
と
は
尽
き
な

い
が
、
本
件
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

註（
1
）
本
稿
で
は
「
陰
陽
道
」
を
「
天
文
・
陰
陽
・
日
月
星
辰
・
暦
を
読
み
解
く
、
つ
ま
り
天
地
陰
陽
の
道
理
を
解
読
す
る
技
術
」
と
い
う
意
味
で
用

い
る
こ
と
と
す
る
。
陰
陽
道
の
陰
陽
・
五
行
説
お
よ
び
天
文
・
暦
・
占
術
の
技
術
や
世
界
観
は
、
古
来
中
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
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「
陰
陽
道
」
と
い
う
用
語
は
十
世
紀
以
降
日
本
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
。（
小
坂
眞
二
「
陰
陽
道
の
成
立
と
展
開
」（『
古
代
史
研
究
の
最
前
線
』
第

四
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
八
七
年
）、
村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
参
照
。）

（
2
）
「
中
国
古
代
の
天
人
相
関
論
―
董
仲
舒
の
場
合
―
」（
溝
口
雄
三
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
〈
七
〉
世
界
像
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
四
年
）、
片
岡
龍
「「
天
」
の
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
思
想
」（『
岩
波
講
座
日
本
の
思
想
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

（
3
）
戦
国
時
代
の
天
道
に
つ
い
て
は
、
石
毛
忠
「
戦
国
・
安
土
桃
山
時
代
の
思
想
」（『
体
系
日
本
史
叢
書
思
想
史
Ⅱ
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
六

年
）、
神
田
千
里
「
戦
国
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
一
考
察
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
編
三
三
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
4
）
三
浦
梅
園
、
二
宮
尊
徳
、
佐
久
間
象
山
、
西
郷
隆
盛
か
ら
夏
目
漱
石
ま
で
、
近
世
・
近
代
に
お
い
て
数
多
く
の
天
道
の
用
例
が
有
る
が
用
例
・

用
法
は
使
用
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。
最
近
の
研
究
で
は
、「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
〈
罪
〉
―
漱
石
的
〈
罪
〉
と
天
道
思
想
」（『
阪
神
近
代
文
学
研

究
』
一
一
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
十
五
世
紀
頃
よ
り
来
日
し
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
翻
訳
語
と
し
て

一
時
は
天
道
を
採
用
し
た
と
い
う
事
実
も
有
り
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
の
日
本
の
宗
教
思
想
を
考
え
る
上
で
は
大
変
注
目
す
べ
き
観
念
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
文
学
や
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
に
お
け
る
天
道
に
つ
い
て
は
、『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
）
お
よ
び
市
井
外
喜
子
『
天
草
版
平
家
物
語
私
考
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
玉
懸
洋
子
「
天
草
版
平
家
物
語
序
説
―
ハ
ビ
ア
ン

抄
の
方
法
―
」（『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
六
号
』
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
5
）
江
戸
時
代
初
頭
の
天
道
に
つ
い
て
幕
藩
制
度
の
支
配
原
理
と
す
る
も
の
に
は
、
石
毛
忠
「
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
「
天
」
の
思
想
」（『
日
本

思
想
史
学
』
第
二
号
、
一
九
六
八
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
若
尾
政
希
「『
天
道
』
と
幕
藩
制
秩
序
」（『
日
本
思
想
史
─
そ
の
普
遍
と
特
殊
』
ぺ
り

か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）
で
は
『
太
平
記
』
の
講
釈
に
お
け
る
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
主
の
天
道
論
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

（
6
）
阿
部
光
麿
「
伊
藤
仁
齋
の
天
道
論
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
〇
、
二
〇
〇
八
年
）
を
初
め
と
し
て
、
林
羅
山
、
伊
藤
仁
斎
、
中
江
藤
樹
、
熊

沢
蕃
山
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
の
天
（
天
道
）
観
念
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
多
く
存
在
す
る
。

（
7
）
若
尾
前
掲
書
二
二
五
頁
参
照
。
若
尾
は
河
内
屋
可
正
（
一
六
三
六
～
一
七
一
三
）
の
領
主
に
撫
民
仁
政
を
要
請
す
る
天
道
思
想
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。「
幕
藩
制
の
成
立
と
民
衆
の
政
治
意
識
」（『
新
し
い
近
世
史
』
巻
五
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）
ま
た
、
近
年
で
は
、
深
谷
克

己
が
農
書
を
中
心
と
し
て
江
戸
時
代
民
間
社
会
の
天
と
神
仏
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。（
深
谷
克
己
『
民
間
社
会
の
天
と
神
仏
―
江
戸
時
代
人
の

超
越
観
念
』
敬
文
舍
、
二
〇
一
五
年
）
し
か
し
陰
陽
道
に
注
目
す
る
先
行
研
究
は
菅
見
の
範
囲
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。

（
8
）
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
御
籤
及
び
御
籤
本
に
お
け
る
天
道
信
仰
に
つ
い
て
は
、
大
野
出
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
九
年
）
を
嚆
矢
と
す
る
。
筆
者
は
、
大
野
出
を
代
表
者
と
す
る
科
研
費
「
社
会
調
査
法
に
基
づ
く
寺
社
に
お
け
る
御
籤
・
神
籤
に
関
す
る
思
想
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史
研
究
を
中
心
と
し
た
総
合
的
研
究
」（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
二
二
五
二
〇
〇
七
三
）
に
連
携
研
究
者
と
し
て
参
加
し
、
本
研
究
に
つ
き
多
く

の
教
示
を
得
た
。

（
9
）
実
際
に
は
元
三
大
師
御
籤
に
関
す
る
御
籤
本
以
外
に
も
数
種
類
の
御
籤
本
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
最
も
普
及
し
て
い
た
元
三
大
師
に
関
す

る
御
籤
本
に
限
定
し
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
。

（
10
）
元
三
大
師
御
籤
以
外
の
仏
教
系
御
籤
と
し
て
日
蓮
宗
寺
院
で
は
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』
が
あ
り
、
外
に
黄
檗
宗
の
寺
院
な
ど
で
別
系
統
の
御

籤
も
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
御
籤
に
つ
い
て
は
芹
澤
寛
隆
の
研
究
が
有
る
。
ま
た
現
在
神
社
で
引
か
れ
て
い
る
お
み

く
じ
に
は
、
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
和
歌
み
く
じ
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
代
の
神
仏
分
離
を
契
機
と
し
て
神
社
側
で
積
極
的
に
制
作
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
和
歌
み
く
じ
に
つ
い
て
は
、
平
野
多
恵
の
研
究
に
詳
細
で
あ
る
。
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宇
津

純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」（『
仏
教
民
俗
学
大
系
八
俗
信
と
仏
教
』
名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。

（
11
）
天
竺
霊
籤
に
つ
い
て
は
、
酒
井
忠
生
「
中
国
・
日
本
の
籤
」（『
中
国
学
研
究
』
一
二
号
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
12
）
「
雑
書
」
と
は
、
暦
注
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
八
卦
・
方
位
・
干
支
・
納
音
・
十
二
直
・
星
宿
・
七
曜
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
吉
凶
や
様
々
な
禁
忌

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
暦
占
の
解
説
し
た
も
の
。「
大
雑
書
」
と
は
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
和
文
に
よ
る
大
型
本
の
雑
書
を
指
す
。『
寛
永
九
年

版
大
ざ
つ
し
よ
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
が
現
存
最
古
の
大
雑
書
で
あ
る
。「
大
雑
書
研
究
序
説
」（
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』（
汲

古
書
院
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
13
）
大
野
出
前
掲
書
（
註
（
８
））
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
書
誌
学
的
検
討
は
割
愛
す
る
。

（
14
）
初
出
『
日
本
思
想
史
学
』
三
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）、
大
野
出
前
掲
書
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
』
収
録
。

（
15
）
御
籤
本
の
書
誌
学
的
検
討
、
類
型
分
類
等
は
、
前
掲
載
の
大
野
氏
の
著
作
第
三
章
に
全
面
的
に
従
っ
て
い
る
。

（
16
）
大
野
出
前
掲
書
（
註
（
８
））
参
照
。

（
17
）
本
稿
で
取
り
上
げ
る
庶
民
向
け
仮
名
草
子
お
よ
び
教
訓
書
と
は
、
西
川
如
見
（
一
六
四
八
～
一
七
二
四
）『
町
人
嚢
』（
一
七
一
九
年
刊
）、
寒

河
正
親
（
生
没
年
不
詳
）
著
『
子
孫
鑑
』（
開
板
年
未
詳
、
一
六
七
三
年
刊
）
等
で
あ
る
。
版
を
重
ね
て
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。

（
18
）
陰
陽
と
は
、
中
国
古
代
の
陰
陽
思
想
に
基
づ
く
概
念
で
あ
り
、
森
羅
万
象
の
事
象
を
成
立
さ
せ
る
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
陰
と
陽
は
対

立
相
補
す
る
二
つ
の
属
性
を
持
つ
気
で
あ
る
。
春
夏
秋
冬
の
四
時
を
は
じ
め
と
す
る
万
物
の
生
成
生
滅
の
変
化
が
生
じ
る
根
源
で
も
あ
る
。（
村

山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
）
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（
19
）
鈴
木
一
馨
「『
簠
簋
内
伝
』
の
陰
陽
道
書
と
し
て
の
位
置
付
け
に
関
す
る
検
討
」
駒
澤
大
学
『
文
化
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
中
村
璋
八

『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
）

（
20
）
暦
注
書
と
は
、
日
時
・
方
位
の
吉
凶
禍
福
・
禁
忌
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
中
国
唐
代
の
『
大
衍
暦
』
に
遡
り
、
平
安
時
代
以
降
日
本
で
多
数

の
暦
注
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。（
薮
内
清
『
中
国
の
天
文
暦
法
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
（
増
補
改
訂
版
））

（
21
）
『
陰
陽
雑
書
・
陰
陽
略
書
・
暦
林
問
答
集
』（『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
所
収
）

（
22
）
斉
藤
英
樹
『
陰
陽
道
の
神
々
』（
思
文
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五
五
頁

（
23
）
山
下
克
明
『
平
安
時
代
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年

（
24
）
前
掲
、
註
（
22
）、
斉
藤
英
樹
『
陰
陽
道
の
神
々
』
参
照
。

（
25
）
「
急
に
富
ま
ん
こ
と
を
願
い
籤
を
取
り
占
い
を
し
て
損
得
を
決
す
る
な
ど
は
、
大
い
に
筋
な
き
事
成
る
べ
し
。（
中
略
）
即
ち
天
理
に
背
く
故
に

さ
や
う
な
る
籤
や
占
い
は
必
ず
た
が
ふ
も
の
成
と
知
る
べ
し
。」（『
町
人
嚢
』）

（
26
）
新
井
白
石
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
宇
津
純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
参
照
。

（
27
）
運
命
論
と
は
異
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
註
（
４
）
玉
懸
洋
子
「
天
草
版
平
家
物
語
序
説
―
ハ
ビ
ア
ン
抄
の
方
法
―
」
参
照
。

（
28
）
「
御
手
前
萬
こ
と
御
才
覚
慣
用
に
候
。
先
書
に
も
何
事
も
天
道
次
第
と
の
御
文
に
候
。
其
分
に
て
は
候
へ
共
只
居
て
天
道
よ
り
、
金
銀
米
銭
に

て
も
人
に
あ
た
へ
た
る
こ
と
は
無
之
候
。
只
人
々
才
覚
次
第
に
て
候
。
縦
は
壹
石
之
米
を
天
道
次
第
と
て
、
か
た
は
し
か
ら
喰
果
ぬ
る
と
同
物
に

て
候
。
あ
と
か
積
キ
間
敷
候
。（
中
略
）
天
道
は
此
法
次
第
も
の
に
て
候
。
天
道
次
第
と
云
事
に
候
へ
共
尋
常
之
人
知
事
に
て
は
な
く
候
。
世
上

の
申
天
道
と
は
、
は
る
ば
る
と
違
申
事
候
。
古
今
よ
り
蓮
之
葉
は
ま
ろ
く
、
松
の
葉
は
ほ
そ
く
候
、
其
こ
と
く
天
道
之
躰
は
我
身
の
定
木
に
て
候
。

（
中
略
）
鵜
の
ま
ね
を
か
ら
す
し
て
、
水
に
お
ほ
れ
て
死
す
る
天
道
の
罸
と
申
す
。
…
此
断
を
不
知
し
て
、
尚
々
天
道
〳
〵
と
は
か
り
、
人
こ
と

に
云
て
、
ね
て
居
て
も
、
天
道
か
ら
喰
物
を
當
て
こ
う
と
思
ふ
、
大
き
な
る
あ
や
ま
り
な
り
。
世
中
に
居
て
く
る
し
み
を
へ
ね
は
な
ら
ぬ
か
有
様

の
天
道
成
を
、
楽
を
し
や
う
と
お
も
ふ
は
、
是
天
道
に
背
也
。」（「
東
海
夜
話
」）

（
29
）
た
と
え
ば
鈴
木
正
三
の
語
録
『
驢
鞍
橋
』
や
至
道
無
難
の
語
録
『
自
性
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
る
。「
一
日
、
去
醫
者
來
て
修

行
の
用
心
を
問
。
師
示
曰
、
別
に
用
心
な
し
。
醫
者
の
仕
様
を
教
ゑ
申
べ
し
。
先
我
は
、
世
界
の
病
人
を
救
ゑ
と
の
天
道
の
仰
付
也
。
此
役
人
ぞ

と
思
ひ
定
め
、
身
心
を
世
界
に
抛
て
、
薬
代
の
こ
と
を
も
何
事
も
不
思
、
只
天
道
に
任
せ
奉
り
、
一
筋
に
醫
を
施
さ
る
べ
し
。
然
ら
ば
亦
命
を
つ

な
ぐ
分
は
、
必
ず
天
道
の
擬
有
べ
し
。
如
是
勤
め
ら
れ
ば
、
機
の
熟
す
る
に
随
て
、
必
ず
徳
あ
る
べ
し
」（『
驢
鞍
橋
』）、「
心
は
神
と
云
、
天
道

と
云
、
佛
と
云
、
三
國
に
わ
た
り
、
言
は
別
に
し
て
も
と
一
躰
也
。
こ
ゝ
は
直
に
性
の
た
ゝ
し
き
を
い
ふ
な
り
。
無
一
物
に
な
り
た
る
と
き
の
事
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な
り
。
凡
夫
の
あ
や
ま
り
こ
ゝ
に
あ
り
。
無
一
物
な
ら
は
見
聞
覚
知
あ
る
ま
し
と
お
も
ふ
。
聖
人
は
見
聞
覚
知
直
に
無
一
物
な
り
。
こ
ゝ
を
よ
く

心
得
へ
き
事
也
」（『
自
性
記
』）。

参
考
資
料

・「
観
音
百
籤
占
決
諺
解
」（
著
者
不
詳
、
貞
享
四
・
一
六
八
七
年
）（
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
編
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
参
考
文
献
編
十
一
』
勉
誠
社
、

一
九
七
七
年
）

・「
元
三
大
師
御
鬮
諸
抄
」（
著
者
不
詳
、
文
化
六
・
一
八
〇
九
年
）（
愛
知
県
立
大
学
付
属
図
書
館
本
、『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
』
思
文
閣
、
二
〇

〇
九
年
）

・「
子
孫
鑑
」（
寒
川
正
親
著
、
寛
文
一
三
・
一
六
七
三
年
、
国
立
国
会
図
書
館
本
）

・「
清
水
物
語
」（
著
者
不
詳
、
寛
永
一
五
・
一
六
三
八
年
、
早
稲
田
大
学
蔵
本
）

・「
町
人
嚢
」（
西
川
如
見
著
、
享
保
四
・
一
七
一
九
年
）（
中
村
幸
彦
編
『
日
本
思
想
大
系 

五
九

近
世
町
人
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）

・「
天
道
大
福
帳
」（
著
者
不
詳
、
天
明
元
・
一
七
八
六
年
、
早
稲
田
大
学
蔵
本
）

・「
簠
簋
内
伝
」（
続
群
書
類
従
本
）（『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
）

・「
陰
陽
雑
書
」（『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
）

・「
祇
園
社
略
記
」（『
神
道
大
系
・
祇
園
』
神
道
大
系
編
纂
会
）

・「
東
海
夜
話
」、「
書
簡
」（
沢
庵 

宗
彭
著
、
駒
沢
大
学
蔵
本
）

（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
復
刻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）

・「
驢
鞍
橋
」（『
鈴
木
正
三
全
集
』
上
・
下
、
鈴
木
正
三
顕
彰
会
、
二
〇
〇
六
年
）

・「
自
性
記
」（
至
道
無
難
著
、
寛
文
一
二
・
一
六
七
二
年
）（『
至
道
無
難
禅
師
全
集
』、
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
）

※
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
一
五
Ｋ
〇
二
〇
九
五
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
武
蔵
野
大
学
特
任
教
授

博
士
（
哲
学
）、
中
村
元
東
方
研
究
所
主
任
研
究
員
）


